
5455

３
年
ぶ
り
の

備
前
焼
成

1

　

今
回
の
備
前
焼
成
に
使
っ
た
の
は

「
割わ
り
だ
け
し
き
あ
な
が
ま

竹
式
穴
窯
」。
割
竹
式
穴
窯
と
は
、

二
つ
に
縦
割
り
し
た
竹
を
山
の
斜
面
に

伏
せ
た
よ
う
な
構
造
だ
。
同
窯
で
備
前

焼
成
を
行
う
の
は
３
年
ぶ
り
11
回
目
に

な
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
窯
で
備
前
焼
成

を
薦
め
て
く
れ
た
の
は
備
前
焼
の
人
間

国
宝
、
伊
勢
崎
淳
氏
だ
っ
た
と
い
う
。

　

池
田
満
寿
夫
氏
と
友
人
関
係
で
あ
っ

た
伊
勢
崎
氏
が
増
穂
登
り
窯
に
来
窯
さ

れ
た
の
は
、
池
田
氏
が
他
界
し
た
後
の

窯内の天井の様子。氷柱（つらら）のように見える突起
物は「窯垂れ」と呼ばれる自然灰釉。焼成中にが灰が溶
けてガラス化し固まったもの。「とんばいレンガ」を使用
している窯の特徴で、長年使っているこのような現象が
見られるそうだ。

割
竹
式
穴
窯
で

備
前
焼
成
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

来
窯
さ
れ
た
伊
勢
崎
淳
氏
の
提
案
か
ら

〈備前焼成 スケジュール〉

■窯  詰 め：10/21 〜 10/26
■窯  焚 き：10/26 〜 11/3　※8 日間焚く。
　　開　始：10/26  17 時〜
　　終　了：11/3  12 時
■徐冷時間：11/3 〜 11/9　※6 日間冷ます。
■窯出し　：11/9  10 時〜

　
今
春
、『
陶
遊
』
復
刊
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
１
０
０
０
円
で
薪
窯
焼
成
」
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
増
穂

登
り
窯
」
で
10
月
26
日
か
ら
11
月
３
日
の
８
日
間
、
備
前
焼
成
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
同
窯
会
員
と
「
つ

い
た
ち
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、
計
30
名
。「
つ
い
た
ち
会
」
と
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
通
信
教
育
学
部
陶
芸
コ
ー

ス
の
卒
業
生
が
結
成
し
た
陶
芸
サ
ー
ク
ル
で
、
今
回
恩
師
で
あ
る
林
秀
行
教
授
の
退
官
に
伴
い
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
授
業
で
使
わ
れ
た
こ
こ
増
穂
登
り
窯
で
。
林
氏
と
備
前
を
焼
こ
う
と
い
う
計
画
だ
。
作
品
制
作
は
９
月
上
旬

か
ら
始
ま
り
、
10
月
上
旬
頃
に
は
窯
詰
め
さ
れ
る
全
作
品
が
揃
っ
た
。

　
備
前
焼
は
土
味
が
成
す
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
窯
変
が
魅
力
で
、
北き

た
お
お
じ
ろ
さ
ん
じ
ん

大
路
魯
山
人
も
晩
年
は
備
前
焼
に
取
り
憑

か
れ
、「
備
前
焼
を
世
界
の
最
高
峰
」
と
謳
っ
た
。

　
備
前
焼
の
代
表
格
「
紫し

そ蘇
」
は
、
文
字
通
り
器
体
が
赤
シ
ソ
の
葉
の
色
の
よ
う
に
赤
紫
色
に
発
色
。
緋ひ

だ
す
き襷
は

藁わ
ら

跡
の
赤
と
素
地
の
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
桟さ

ん
ぎ切
り
は
金
色
や
灰
青
色
に
窯
変
す
る
。
そ
の
他
に

胡ご

ま麻
、
ぼ
た
餅
、
青
備
前
、
伏
せ
焼
と
い
っ
た
備
前
焼
独
特
の
景
色
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
情
を
作
り
出
す
ポ

イ
ン
ト
は
「
土
」
と
「
焼
き
」
に
あ
る
。
備
前
の
土
は
炎
に
対
し
て
極
め
て
敏
感
な
性
質
を
持
ち
、
性
急
な
焼

き
で
は
ひ
び
が
入
っ
た
り
割
れ
た
り
と
、
そ
の
特
性
か
ら
一
般
的
な
薪
窯
焼
成
と
は
異
な
り
、
じ
っ
く
り
と
時

間
を
か
け
て
徐
々
に
温
度
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
備
前
を
焼
く
た
め
の
専
用
の
薪
の

準
備
が
必
要
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、備
前
焼
成
は
増
穂
登
り
窯
に
と
っ
て
も
貴
重
な
焼
成
で
あ
っ
た
。

そ
の
窯
詰
め
か
ら
窯
出
し
ま
で
の
一
端
と
参
加
者
た
ち
の
焼
成
作
品
を
こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
。

増
穂
登
り
窯

薪
窯
焼
成
リ
ポ
ー
ト

１
９
９
９
年
、
秋
だ
っ
た
。「
池
田
満

寿
夫
八
方
窯
」
に
興
味
を
持
た
れ
、
二

度
も
来
窯
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
と

き
伊
勢
崎
氏
が
増
穂
登
り
窯
に
あ
る
８

基
の
薪
窯
を
見
た
後
、
割
竹
式
穴
窯
で

備
前
焼
成
の
指
導
を
し
て
く
れ
た
そ
う

だ
。

「
伊
勢
崎
さ
ん
の
平
安
窯
の
４
分
の
１

以
下
の
サ
イ
ズ
し
か
な
い
窯
な
の
で
最

初
は
心
配
し
ま
し
た
。

　

薪
の
長
さ
も
備
前
で
は
50
㎝
以
上
を

使
う
そ
う
で
す
が
、
増
穂
の
窯
で
は
40

㎝
が
限
度
。
焼
成
方
法
を
聞
く
と
、
直

径
３
〜
４
㎝
の
細
い
薪
を
差
し
込
ん
で

い
く
方
法
な
の
で
、
薪
に
「
節ふ
し

」
が
あ

る
と
薪
が
窯
内
に
入
っ
て
い
か
な
い
た

め
に
「
節
」
の
な
い
細
い
赤
松
を
準
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
伊
勢
崎
さ
ん
か
ら
の
提

案
な
ら
ば
必
ず
焼
け
る
と
信
じ
て
、

２
０
０
０
年
に
初
め
て
割
竹
式
穴
窯
で

備
前
焼
成
を
試
み
ま
し
た
。
結
果
は
ま

ず
ま
ず
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
、
増
穂
で
は
備
前
焼
成

は
割
竹
式
穴
窯
で
焼
い
て
い
ま
す
」
と

同
窯
の
太
田
代
表
は
そ
う
話
す
。
し
か

し
、
そ
の
準
備
に
２
年
以
上
を
要
し
た

と
い
う
。

「
今
回
の
薪
は
赤
松
の
割わ
り
き木
を
１
束
45

本
入
り
で
束
ね
、
そ
れ
を
６
５
０
束
用

意
し
ま
し
た
。
乾
燥
ま
で
入
れ
る
と
３

年
近
く
か
か
り
ま
し
た
」
と
太
田
代
表
。

取
材
協
力
◎
増
穂
登
り
窯
・
つ
い
た
ち
会

左側から見た「割竹式穴窯」。焚き口は
２カ所。

窯詰め前の最奥。棚板の奥に色見本５個
をセットした。

今回の備前焼成に使用した「割竹式穴窯」。正
面の窯詰め中。
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備前のみどころ

●紫蘇　備前特有の見どころで、いわゆる
赤シソの葉の色部分をいう。備前田土に含
まれる成分と降灰との反応によって現れる
発色で、濃い紫蘇色ほど評価される。
●緋襷　作品を藁で巻いた後、直接炎が当
たらないようにサヤに入れて焼くことに
よって、素地は白く藁が当たる部分は赤く
発色する。赤と白のコントラストが美しく
人気も高い。
●胡麻　窯焚き中に被った灰が融けて作品
に付着することによってできる模様。
●ぼた餅　煎餅状に伸ばした粘土を作品上
に置くことで、該当部分が白くなる。この
模様がぼた餅のように見えることから名付
けられた。藁を間に挟むこともある。
●窯変　降灰の影響と還元焔によって金・
青・灰色などに発色する窯変の一種。
●青備前　通常、備前焼は酸化焔であるが、
還元焔になることで青くなる。窯中で空気
が触れない灰の中で焼成されると現れる。
●伏せ焼　作品上に別の作品を被せて焼く
ことにより、上下の焼きが異なった色に分
かれていたもの。

増
穂
登
り
窯
の
割
竹
式
穴
窯 

俯
瞰
図

だ
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
山
土
。
山

土
は
田
土
ほ
ど
発
色
し
な
い
が
耐
火
度

が
田
土
よ
り
あ
る
た
め
、
山
土
を
混
ぜ

て
耐
火
度
を
上
げ
た
り
す
る
。

　

今
回
増
穂
で
は
、
山
土
の
代
わ
り
に

信
楽
白
土
や
越
前
土
な
ど
を
20
〜
30
％

ほ
ど
混
ぜ
て
制
作
し
た
そ
う
で
、
結
果

は
思
っ
た
以
上
の
焼
き
上
が
り
に
な
っ

た
（
焼
成
作
品
は
63
〜
65
ペ
ー
ジ
に
て

紹
介
）。
備
前
土
の
こ
ま
か
い
特
徴
に

つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
話
す
こ
と

に
し
て
、
窯
詰
め
に
話
し
を
戻
そ
う
。

備
前
焼
成
の
窯
詰
め
方
法

　

窯
詰
め
は
通
常
の
薪
窯
焼
成
と
同
様

に
最
奥
か
ら
詰
め
て
い
く
。
こ
の
と
き

備
前
焼
成
で
最
優
先
す
べ
き
点
は
、
ね

ら
っ
た
模
様
が
現
れ
や
す
い
場
所
に
配

置
す
る
こ
と
だ
。
今
回
最
奥
の
棚
板
４

枚
（
❺
❻
）
に
は
、
安
定
し
た
温
度
条

い
。
そ
し
て
、
備
前
焼
は
基
本
的
に
釉

薬
を
か
け
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
紫
蘇
、

緋
襷
、
胡
麻
、
ぼ
た
餅
、
桟
切
り
、
青

備
前
、
伏
せ
焼
と
い
っ
た
備
前
焼
独
特

の
表
情
を
土
肌
に
表
現
す
る
の
だ
。

備
前
土
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
備
前
土
に
つ
い
て
少
し
触

れ
て
お
こ
う
。

　

備
前
焼
は
、
通
常
備
前
土
と
い
わ
れ

る
土
を
使
い
、
田た
つ
ち土
と
山や

ま
つ
ち土
に
大
別
さ

れ
る
。
田
土
と
は
、
田
ん
ぼ
の
下
の
堆

積
し
た
土
の
こ
と
で
、
田
ん
ぼ
の
中
の

有
機
物
や
化
石
な
ど
が
含
ま
れ
、
土
中

に
は
上
質
の
鉄
分
（
酸
化
第
二
鉄
）
や

珪け
い
さ
ん酸
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
鉄
分
と

割
木
を
焚
い
た
時
に
出
る
炭
素
が
反
応

し
て
器
体
の
表
面
に
付
着
す
る
と
、
備

前
独
特
の
紫
蘇
色
に
発
色
す
る
。
た
だ

し
、
土
の
採
取
場
所
に
よ
っ
て
色
は
異

な
る
。
代
表
的
な
の
は
伊
部
地
区
だ
が
、

そ
の
ほ
か
に
香
登
地
区
、
福
田
地
区
、

観
音
地
区
な
ど
が
あ
る
。
一
方
の
珪
酸

は
稲
や
葦
な
ど
が
化
石
化
し
た
時
に
で

き
た
も
の
で
、
緋
襷
を
出
す
と
き
に

作
用
す
る
。
つ
ま
り
、
田
土
は
備
前
焼

の
発
色
に
関
わ
る
重
要
な
土
と
い
う
こ

と
だ
。
し
か
し
、
１
つ
難
点
な
の
は
耐

火
度
が
低
い
こ
と
。
備
前
焼
を
薪
窯
で

焼
成
す
る
場
合
、
１
〜
２
週
間
か
け
て

１
２
０
０
℃
以
下
の
低
温
で
ゆ
っ
く
り

じ
っ
く
り
焼
き
上
げ
る
の
は
そ
の
た
め

備
前
焼
特
有
の
表
情
を
出
す
詰
め
方

　

割
竹
式
穴
窯
は
、
焚
き
口
か
ら
最
奥

ま
で
全
長
約
６
ｍ
70
㎝
、
直
径
は
蛇じ
ゃ
が
ま窯

ほ
ど
小
さ
く
は
な
い
が
内
寸
径
が
１

ｍ
、
高
さ
95
㎝
に
な
る
（
本
ペ
ー
ジ
イ

ラ
ス
ト
参
照
）。

　

焚
き
口
は
正
面
を
含
め
、
左
右
２
カ

所
ず
つ
で
合
計
５
カ
所
。
正
面
焚
き
口

は
幅
65
㎝
、
高
さ
70
㎝
。
棚
板
は
手
前

に
４
枚
、
中
央
に
４
枚
、
最
奥
に
４
枚

の
計
12
枚
。
桟
切
り
（
灰
被
り
）
は
、

棚
板
❷
と
❸
の
間
に
１
カ
所
と
、
❹
と

❺
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
（
Ｌ
字
型
）

ず
つ
あ
る
。

　

温
度
計
は
手
前
、
中
央
、
奥
の
計
３

カ
所
に
設
置
。
正
面
焚
き
口
か
ら
２
ｍ

離
れ
た
位
置
に
１
本
目
、
そ
こ
か
ら
1.6

ｍ
離
れ
た
場
所
に
２
本
目
、
さ
ら
に
そ

こ
か
ら
60
㎝
離
れ
た
所
に
３
本
目
を
設

置
し
た
。
焼
成
中
の
温
度
差
は
50
〜

１
０
０
℃
で
、
こ
の
差
は
炎
の
流
れ
、

棚
板
の
組
み
方
、
棚
板
の
使
用
枚
数
で

決
定
す
る
。

緋
襷
、
ぼ
た
餅
、
桟
切
り
な
ど
、
備
前

焼
特
有
の
表
情
を
出
す
た
め
の
詰
め

　

さ
て
、
次
は
い
よ
い
よ
窯
詰
め
だ
。

窯
詰
め
は
、
基
本
的
に
作
品
の
素
地
土

や
釉
薬
の
種
類
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら

窯
詰
め
す
る
位
置
を
決
め
て
い
く
が
、

今
回
は
素
地
土
が
す
べ
て
同
種
の
備
前

田
土
（
一
部
ブ
レ
ン
ド
有
り
）。
素
地

は
完
全
乾
燥
で
素
焼
き
は
し
て
い
な

［ 焼 成 前 の 炉 内 ］［ 焼 成 前 の 炉 内 ］

❹

❶

❷

❸

❻

❺

桟切りＡ桟切りＢ

緋襷用の藁。バケツ１杯の水に二握りの食塩水を
入れた中に藁を 2 日間漬け置きした後、巻きや
すいように棒で叩き柔らかくする。藁は地元富士
川町の農家から入手した無農薬のもの。塩水につ
けた藁は赤く発色すると聞くので、塩水の藁とプ
レーンの藁の両方を巻いて比較してみた。

【緋襷とぼた餅】　楕円形の板皿にアジの骨を
押し当て、藁を挟むように煎餅状に伸ばした
道具土を乗せた。

【緋襷とぼた餅】　藁を巻いたカップの間に煎
餅状に伸ばした道具土を２つに折りにして挟
んだ。

【緋襷】　長さ 20cm の掛け花に藁を巻いた。

【緋襷・ぼた餅】
藁を巻いた胴を
ラ ッ プ で 包 む。
胴全体を覆うよ
うに上から煎餅
状に伸ばした道
具土を乗せた。

件
を
必
要
と
す
る
緋
襷
を
ね
ら
っ
た
食

器
類
や
大
皿
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
配
置
。

中
間
の
棚
板
４
枚
（
❸
❹
）
に
は
、し
っ

か
り
と
し
た
焼
き
が
必
要
な
茶
器
、
大

皿
、中
皿
を
。
手
前
の
棚
板
４
枚（
❶
❷
）

に
は
、
焼
成
温
度
１
２
０
０
℃
よ
り
実

際
の
温
度
は
20
〜
30
℃
高
く
な
る
こ
と

を
想
定
し
て
、
志
野
釉
や
織
部
釉
、
飴

釉
な
ど
の
施
釉
作
品
と
最
前
列
の
両
脇

に
壺
（
イ
ラ
ス
ト
作
品
Ａ
）
と
高
さ
40

㎝
級
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
イ
ラ
ス
ト
作
品
Ｂ
）

を
配
置
し
た
。

「
伊
勢
崎
氏
の
指
導
で
は
、
備
前
焼
は

１
２
０
０
℃
以
下
の
酸
化
焼
成
が
基
本

で
す
が
、
今
回
は
８
日
間
の
焼
成
な
の

で
志
野
釉
が
溶
け
る
か
。
織
部
釉
の
焼

色
合
い
は
ど
う
な
る
か
。
黒
呉
須
を
か

け
た
作
品
は
備
前
田
土
と
な
じ
む
か
な

ど
、
窯
詰
め
を
し
な
が
ら
心
配
で
し
た

が
、
そ
れ
が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
」

薪窯焼成 リポート薪窯焼成 リポート
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８
日
間
の
備
前
焼
成
ス
タ
ー
ト　

1

4

6

　

10
月
26
日
17
時
、
い
よ
い
よ
火
入
れ
、

焼
成
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
ず
は
正
面
焚
き
口
か
ら
窯
全
体
を

切せ
っ
ぱ端
（
１
ｍ
の
板
状
の
雑
木
）
で
焙あ

ぶ

り
始
め
（
写
真
Ａ
参
照
）、
４
日
間
で

４
０
０
℃
ま
で
昇
温
さ
せ
た
。
焙
り
始

め
は
３
本
の
温
度
計
が
同
時
に
昇
温
し

に
く
い
が
、
４
０
０
℃
く
ら
い
か
ら
正

面
が
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

４
日
目
か
ら
は
赤
松
の
割
木
に
変

え
、
正
面
か
ら
差
し
込
む
。
１
２
７
時

間
経
過
、
７
１
５
℃
で
ロ
ス
ト
ル
を
完

全
に
閉
め
、
正
面
の
焚
き
口
を
す
べ
て

赤
松
割
木
で
詰
め
る
（
写
真
Ｂ
参
照
）。

手
前
の
温
度
計
が
１
１
５
０
℃
以
上

に
な
る
ま
で
正
面
の
み
で
焼
成
す
る
。

１
５
６
時
間
経
過
、
１
１
４
０
℃
で
窯

の
左
右
・
手
前
２
カ
所
か
ら
も
薪
を
入

れ
始
め
る
（
写
真
Ｃ
参
照
）。

　

１
６
２
時
間
経
過
、
１
１
８
３
℃

で
焚
き
口
全
５
カ
所
か
ら
薪
を
入
れ

る
。
こ
の
と
き
、
正
面
焚
き
口
か
ら
色

見
本
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ
の
後
、
焚

き
口
を
上
段
へ
と
移
動
、
最
終
的
に
は

４
〜
５
人
体
制
で
の
焼
成
と
な
る
（
写

真
Ｄ
参
照
）。
１
６
９
時
間
経
過
、
３

カ
所
か
ら
色
見
本
を
出
す
。
１
７
４
時

間
経
過
し
た
時
点
で
色
見
本
全
４
カ

所
（
写
真
Ｅ
参
照
）
か
ら
出
し
、
正

面
焚
き
口
を
閉
め
る
。
こ
の
と
き
手

前
が
１
１
８
７
℃
に
対
し
て
、
中
央

が
１
２
０
８
℃
ま
で
上
昇
し
て
し
ま

う
（
写
真
Ｆ
参
照
）。
先
述
の
よ
う

に
備
前
田
土
は
耐
火
度
が
低
い
た
め

１
２
０
０
℃
以
上
に
な
る
の
は
Ｎ
Ｇ
。

要
注
意
！
。
１
７
４
時
間
か
ら
１
８
４

時
間
の
最
終
10
時
間
は
、
窯
全
体
の
温

度
を
キ
ー
プ
（
手
前
１
０
８
４
℃
、
中

央
１
０
２
１
℃
、
奥
９
０
０
℃
）
さ
せ
、

徐
々
に
温
度
を
下
げ
て
い
く
。
焼
成
終

了
後
、
煙
突
の
手
間
に
あ
る
エ
ア
ー
ダ

ン
パ
ー
（
30
㎝
角
）
を
開
き
、徐
冷
す
る
。

そ
の
後
、
エ
ア
ー
ダ
ン
パ
ー
と
焚
き
口

全
５
カ
所
を
閉
め
、
温
度
計
を
抜
く
。

　

焼
成
時
間
１
８
４
時
間
、
８
日
間
焚

き
続
け
た
備
前
焼
成
は
無
事
終
え
た
。

そ
の
間
使
っ
た
薪
量
は
赤
松
割
木
が

５
０
０
束
（
写
真
Ｇ
）、
切
端
（
１
ｍ

の
板
状
の
雑
木
）
１
０
０
０
㎏
だ
っ
た
。

ロストル下から焙り始める。

右／節なしの赤松割木 650 束（１束が 45 本）を用意。
左／節ありの割木。この節が邪魔になるので使わない。

徐々に正面焚き口にレンガを積んで閉める。

切 端 で 下 か ら
焙 り、 炉 内 を
400℃まで上げ
る（写真Ａ）。

下から焙って 90 時間後。

レンガ２個分を開けて薪を差し込む。この差し込みをスムー
ズにするためには「節なし」が必要（写真Ｂ）。

右横の後ろの焚き口から火が吹き上がる。

全５カ所から焚き始める（写真Ｄ）。

差し込んだ割木が燃えて落ちたら、冷
い空気が入らないように鉄蓋で正面を
閉める。

上／温度計手前 1172℃、中央 1144℃。上／温度計手前 1187℃、中央 1208℃（写真Ｆ）。

色見本。よく焼けている（写真Ｅ）。

横の焚き口から覗いた炉内の様
子。酸化焼成のため、薪が燃え
てなくなると、炉内がすっきり
と見える。

赤松割木 650 束用意して 500 束使用。残った薪 150 束’（写真Ｇ）。

上／温度計手前 895℃、中央 697℃、
奥 685℃を確認。

左／横からも焚き始める（写真Ｃ）。

薪窯焼成 リポート 薪窯焼成 リポート



6061

、

砥石、耐水ペーパーは粗
い目から仕上げ用の細か
い も の ま で2、3種 用 意。
作品全体が浸るまで水を
入れしばらく付け置きす
る。 砥 石 を 水 に 濡 ら し、
目立てが付いた部分だけ
を ピ ン ポ イ ン ト で 擦 る。
水で汚れをきれいに洗い
流す。器内や口縁は耐水
ペーパーの方が擦りやす
い。表面は手で触りなが
ら自分好みに仕上げる。

薪窯作品の仕上げ方  砥石がけ

も
う
一
つ
の
花
器
は
、
偶
然
レ
ン
ガ
上

に
倒
れ
、
そ
の
部
分
が
見
事
な
景
色
に
。

そ
の
他
、
黒
備
前
風
を
狙
っ
た
黒
呉
須

を
か
け
た
茶
碗
や
皿
も
素
地
に
な
じ
ん

で
い
た
。

　

広
場
に
は
作
品
を
並
べ
る
板
が
敷
か

れ
、
窯
内
置
か
れ
た
棚
板
と
同
じ
よ
う

に
作
品
が
並
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
窯
出

し
後
に
、
窯
内
の
ど
の
位
置
に
置
か
れ

て
い
た
か
、
焼
き
上
が
り
の
確
認
と
今

後
の
割
竹
式
穴
窯
焼
成
の
た
め
の
参
考

デ
ー
タ
を
と
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

焼
成
作
品
４
０
０
点
が
並
ん
だ
の
は

昼
12
時
近
く
に
な
っ
て
い
た
。
割
れ
た

作
品
が
数
点
あ
っ
た
も
の
の
、
11
回
目

の
備
前
焼
成
は
成
功
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。

　

こ
の
後
も
雨
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な

る
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
雨
に
濡
れ
た
作

品
は
よ
り
鮮
や
か
さ
を
増
し
て
い
た
。

　

11
月
９
日
午
前
10
時
、
朝
か
ら
小
雨

が
降
る
中
、
い
よ
い
よ
窯
出
し
が
開
始

さ
れ
た
。

　

最
初
は
最
前
列
の
両
側
に
置
か
れ
た

壺
と
オ
ブ
ジ
ェ
か
ら
。
胴
全
体
に
自
然

灰
釉
が
か
か
っ
た
壺
は
、
釉
の
垂
れ
具

合
が
絶
妙
で
、
周
囲
か
ら
も
歓
声
が
挙

が
っ
た
。
一
方
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
下
部
が

割
れ
て
し
ま
い
、
溶
け
た
自
然
灰
釉
で

棚
板
に
く
っ
付
い
た
状
態
だ
っ
た
。

「
最
高
温
度
は
１
２
０
８
℃
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
の
炉
内
温
度
は
20
〜

30
℃
く
ら
い
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
太
田
代
表
の
コ
メ
ン
ト
。

　

２
列
目
上
段
に
置
か
れ
た
志
野
湯
呑

は
し
っ
と
り
し
た
マ
ッ
ト
調
に
焼
か
れ

上
出
来
。
桟
切
り
の
灰
に
埋
も
れ
た
花

器
は
還
元
が
か
か
り
、
作
品
全
体
が
グ

レ
ー
に
。
十
字
に
巻
い
た
藁
部
分
は
黒

く
発
色
。
同
じ
く
桟
切
り
に
置
か
れ
た

秋
雨
の
中
で
の
窯
出
し

雨
に
濡
れ
、
作
品
が
よ
り
鮮
や
か
に　

窯出しした作品と当日集まったメンバーたち

同じ条件で作った大皿４枚だが、窯詰めした
位置でこれだけ表情が異なった。

❶

❷  

❸  

 桟切りＡ

❹

 桟切りＢ

❺  

❻  

［ 焼 成 後 の 炉 内 ］
薪窯焼成 リポート

▼

▼

▼

▼

▼

増穂登り窯＆ついたち会メンバー　焼成作品

榎本幸人　香合　左下／幅5×高さ2.5㎝
使用土／備前田土 

薪窯焼成 リポート

大屋とし子　右／湯呑 口径8×高さ8.5㎝　
左／フリーカップ 口径8×高さ12㎝
使用土／備前田土、火色土

石
井
経
子　
花
入 

胴
径
９
×
高
さ
20
㎝

使
用
土
／
備
前
田
土 

小
林
一
三　
備
前
花
入 

胴
径
9.5
×
高
さ
20
㎝

使
用
土
／
備
前
田
土
、
越
前
土 

高
階
惇
子　
花
器　

胴
径
17
×
高
さ
38
㎝

使
用
土
／
備
前
田
土
、
信
楽
白
土 

石井七生　花入　 幅31×高さ9㎝
使用土／備前田土 

木下　滋　茶碗　口径12×高さ7.5㎝
使用土／備前田土 

星野　治　花器　口径27×高さ38㎝
使用土／備前田土

津田一彦　板皿　 長径20×高さ2㎝
使用土／備前田土 

橋本佳美　花器　胴径17×高さ25㎝
使用土／備前田土 

陶　くみ枝　花器　口径8×高さ28㎝
使用土／備前田土 、黒呉須

竹田信之　花器　幅34×高さ37㎝
使用土／備前田土
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増穂登り窯＆ついたち会メンバー　焼成作品

加藤侑子　大皿　 口径31×高さ7㎝
使用土／備前田土  

薪窯焼成 リポート

関根知栄子　葉皿　 長径31×高さ2㎝
使用土／備前田土 

太田治孝　陶板 　口径36×高さ2㎝
茶碗　口径12×高さ7㎝　使用土／備前田土  

宇田川嵩雪　
湯呑　口径7×高さ7㎝
使用土／信楽白土
釉薬／織部釉 

太田治孝　茶碗　 口径10.5×高さ8㎝
使用土／備前田土、黒呉須

川窪裕子　茶碗　 口径12×高さ9.5㎝
使用土／備前田土、黒呉須

太田治孝　陶板　 口径36×高さ1.5㎝
使用土／備前田土、黒呉須

増穂登り窯＆ついたち会メンバー　焼成作品 薪窯焼成 リポート

山田美代子　草花入 　幅12×高さ16㎝
使用土／備前田土

佐
藤 

智　

砧
型
花
入　

器 

胴
径
10
×
高
さ
18
㎝

使
用
土
／
備
前
田
土  

佐々木  廣　花器　 胴径12×高さ16㎝
使用土／備前田土 

竹田信弥　長皿　 長径22×高さ2.5㎝
使用土／備前田土 

倉田正己　花器　 幅18×高さ32㎝
使用土／備前田土 

山下邦久　うさぎ 　幅9×高さ10㎝
使用土／貫入土、呉須 

山
田
俊
彦　
氷
室
泥
塔　

幅
10
×
高
さ
16
㎝

使
用
土
／
備
前
田
土 

木村重夫　茶碗 　口径11×高さ7㎝
使用土／備前田土

宇田川嵩雪　飯碗　 口径11×高さ6.5㎝
使用土／備前田土 

目黒允子　茶碗　 口径10×高さ7.5㎝
使用土／備前田土 

中田安美　角皿　 幅23×高さ3㎝
使用土／備前田土 

川
窪
裕
子　
オ
ブ
ジ
ェ 　

幅
16
×
高
さ
40
㎝

使
用
土
／
備
前
田
土

津田一彦　オブジェ　 長径42×高さ20㎝
使用土／備前田土 、信楽白土

今野静子　大皿　 口径36×高さ6㎝
使用土／備前田土  

今回の備前焼成
時に一緒に窯詰
めした施釉作品
と黒備前を狙っ
た黒呉須作品。

施 釉

作
呉 須

品
黒

小林一三　大壺　 胴径28×高さ23㎝
使用土／備前田土、越前土 

宇田川嵩雪　茶碗　口径7×高さ7㎝
使用土／信楽白土　釉薬／飴釉 

近藤  茂　絵志野茶碗　口径15×高さ15㎝
使用土／唐津白土　釉薬／志野釉、鬼板 


